
※合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

テクニカルライティング 

（Technical Writing） 
選 後藤多栄子 

１年生 

共通専攻 

学修単位 

２ 

後期 

週２時間 

授業概要 
英文で論文を書く上に必要な基本的技術を修得するために、テキストを読み進め、例を使用して 

演習をとおして、各自の研究テーマに基づいた論文を作成する。 

到達目標 
英語論文の基本的書き方を修得し、その技術を使用して、各研究テーマの成果を英語論文として 

まとめる。 

評価方法 
１． 課題（４０％）２．論文（６０％）  

1と2の方法にて目標達成度合い60%以上で合格とする。 

教科書等 The Elements of Technical Writing, Third Edition by Thomas E. Pearsall 

 内  容 （１回の自宅演習は２６０分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

第１０回  

第１１回  

第１２回  

第１３回  

第１４回  

第１５回  

Course Briefing 授業の概要を説明する。 

Purpose 目的についての考え方を学ぶ。 

Audience 読み手の分析の仕方と文章にするとこの対応について学ぶ。 

Audience 同様 

Organize Your Content 内容構成について取捨選択方法を学ぶ。  

Outlines アウトラインを作成する方法を学ぶ。 

Paragrah for Readers パラグラフライティングの基本を学ぶ。 

Language Appropriate 読者に合わせて語彙を選択する方法を学ぶ。                     

Active Verbs 能動態の効果と受動態の効果を学ぶ。 

Subject-Verb 主語と動詞の組み合わせについて学ぶ。 

Parallelism 文章中の動詞の時制の一致などについて学ぶ。 

Headings 表題・見出しの書き方について学ぶ。 

Good Page Design デザインやレイアウト構成について学ぶ。 

Think Visually 視覚に訴える方法について学ぶ。 

Write Ethically 書く時の倫理について学ぶ。 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

D 

D 

D 

D 
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 D 

D 

D 

D 

D 
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D 

D 
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 D 

    

（特記事項） 

英語のテキストを使用 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

       ◎   



科目名 テクニカルライティング  共通専攻  １年生 

 

ガイダンス 

The Elements of Technical Writing, Third Edition 英語の教科書を使用する。 

英文で論文を書く上に必要な基本的技術を修得するために、担当者を決めてテキストを読み進め、演習をとおして、

各自の研究テーマに基づいた論文を作成する。英語論文の基本的書き方を修得し、その技術を使用して、各研究テ

ーマの成果を英語論文としてまとめます。 

自宅学習では、各担当部分について和訳と要点をまとめて発表するための準備をする。また、各セクションで学ん

だテクニカルライティングの手法について、要点整理を行い、その結果を提出する準備をする。課題として、上司

に新しいソフトの導入を進めるドキュメントを書くなどのテーマが与えられ、各自または各グループで作成する。 

研究に関する英語論文（約３頁）について、ドラフトへの教員のコメントなどを参考にしてリライトを行い、最終

版を作成し提出する。 

 


